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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
下 記 化 学 式 (１ )で 表 さ れ る 重 合 体 。
〔 -Ｐ 1 -Ｒ -〕 n 　 　 (１ )
(式 中 Ｐ 1 は 、 内 部 に 縮 合 系 を 有 し な い 連 続 し た 炭 化 水 素 鎖 を 骨 格 と す る 、 且 つ 、 二 重 結 合
を 有 す る 一 種 類 以 上 の モ ノ マ ー 分 子 が 互 い に 付 加 重 合 す る こ と に よ り 生 成 さ れ た 、 付 加 重
合 体 で あ る 。 Ｒ は 、 縮 合 系 か ら な る 連 結 部 を 表 す 。 nは 、 繰 り 返 し 単 位 の 数 で 、 ２ 以 上 の
整 数 を 表 す 。 )
【 請 求 項 ２ 】
前 記 連 結 部 Ｒ が 、 -Ｃ Ｏ -Ｏ -、 -Ｃ Ｏ -Ｎ Ｈ -、 -Ｎ Ｈ -Ｃ Ｏ -Ｏ -、 及 び 、 -Ｎ Ｈ -Ｃ Ｏ -Ｎ Ｈ -か
ら 成 る 群 か ら 選 択 さ れ る 少 な く と も １ 種 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 重 合 体 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 連 結 部 Ｒ が 下 記 化 学 式 (２ )で 表 さ れ る 請 求 項 １ 記 載 の 重 合 体 。
Ｘ １ -Ａ -Ｘ ２ 　 　 (２ )
(式 中 、 Ｘ １ お よ び Ｘ ２ は 、 請 求 項 １ 記 載 の 化 学 式 (１ )中 の Ｐ 1 の 末 端 に 連 結 し た 結 合 部 位
を 表 す 。 Ａ は 、 Ｘ １ お よ び Ｘ ２ と 結 合 し 得 る 部 位 を 表 す 。 )
【 請 求 項 ４ 】
前 記 Ｘ １ お よ び Ｘ ２ が 、 そ れ ぞ れ 、 -Ｃ Ｏ -Ｏ -、 -Ｃ Ｏ -Ｎ Ｈ -、 -Ｎ Ｈ -Ｃ Ｏ -Ｏ -、 及 び -Ｎ
Ｈ -Ｃ Ｏ -Ｎ Ｈ -か ら 成 る 群 か ら 選 択 さ れ る 少 な く と も １ 種 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項
３ 記 載 の 重 合 体 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 Ａ が ア ル キ レ ン 基 ま た は フ ェ ニ レ ン 基 で あ る 請 求 項 ３ ま た は ４ 記 載 の 重 合 体 。
【 請 求 項 ６ 】



請 求 項 １ 記 載 の 重 合 体 と 、 縮 合 性 官 能 基 お よ び ス ピ ン ト ラ ッ プ 基 を 備 え た 化 合 物 と が 混 在
し て い る こ と を 特 徴 と す る 組 成 物 。
【 請 求 項 ７ 】
前 記 縮 合 性 官 能 基 と ス ピ ン ト ラ ッ プ 基 を 備 え た 化 合 物 が 下 記 化 学 式 (３ )で 表 さ れ る こ と を
特 徴 と す る 請 求 項 ６ 記 載 の 組 成 物 。
Ｘ 3 ― Ｍ 1 ― Ｘ 4 　 　  (３ )
(式 中 、 Ｘ 3 は 縮 合 性 官 能 基 、 Ｘ 4 は ス ピ ン ト ラ ッ プ 基 、 Ｍ 1 は 下 記 化 学 式 (４ )の 構 造 を 表 す
。
【 化 １ 】
　
　
　
n 2 、 ｍ 1 、 ｍ 2 は そ れ ぞ れ １ か ら ８ の 整 数 を 表 す 。 芳 香 環 へ の 結 合 位 置 は パ ラ 位 以 外 に も オ
ル ソ 位 、 メ タ 位 で あ っ て も か ま わ な い 。 )
【 請 求 項 ８ 】
前 記 縮 合 性 官 能 基 と ス ピ ン ト ラ ッ プ 基 を 備 え た 化 合 物 が ニ ト ロ ソ 化 合 物 で あ る こ と を 特 徴
と す る 請 求 項 ７ 記 載 の 組 成 物 。
【 請 求 項 ９ 】
両 末 端 に 官 能 基 を 有 す る 付 加 重 合 体 を 、 単 独 で 、 あ る い は 、 二 官 能 性 の 化 合 物 を 介 し て 縮
合 重 合 す る 工 程 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 下 記 化 学 式 (１ )で 表 さ れ る 重 合 体 の 製 造 方 法 。
〔 -Ｐ 1 -Ｒ -〕 n 　 　 (１ )
(式 中 Ｐ 1 は 、 内 部 に 縮 合 系 を 有 し な い 連 続 し た 炭 化 水 素 鎖 を 骨 格 と す る 、 且 つ 、 二 重 結 合
を 有 す る 一 種 類 以 上 の モ ノ マ ー 分 子 が 互 い に 付 加 重 合 す る こ と に よ り 生 成 さ れ た 、 付 加 重
合 体 で あ る 。 Ｒ は 、 複 数 の Ｐ 1 を 連 結 す る 、 縮 合 系 か ら な る 連 結 部 を 表 す 。 nは 、 繰 り 返 し
単 位 の 数 で 、 ２ 以 上 の 整 数 を 表 す 。 )
【 請 求 項 １ ０ 】
前 記 化 学 式 (１ )で 表 さ れ る 重 合 体 に 縮 合 性 官 能 基 と ス ピ ン ト ラ ッ プ 基 を 備 え た 化 合 物 を 添
加 す る 工 程 を 更 に 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ９ 記 載 の 重 合 体 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 １ １ 】
前 記 化 学 式 (１ )で 表 さ れ る 重 合 体 を 成 形 す る 工 程 を 更 に 有 す る こ と を 特 徴 と す る こ と を 特
徴 と す る 請 求 項 ９ ま た は １ ０ 記 載 の 重 合 体 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 １ ２ 】
下 記 化 学 式 (１ )で 表 さ れ る 重 合 体 を 用 意 す る 工 程 と 、
前 記 重 合 体 の 前 記 連 結 部 Ｒ 内 の 結 合 を 選 択 的 に 切 断 す る こ と で 解 重 合 を 行 う 工 程 と を 有 す
る こ と を 特 徴 と す る 重 合 体 の 処 理 方 法 。
〔 -Ｐ 1 -Ｒ -〕 n 　 　 (１ )
(式 中 Ｐ 1 は 、 内 部 に 縮 合 系 を 有 し な い 連 続 し た 炭 化 水 素 鎖 を 骨 格 と す る 、 且 つ 、 二 重 結 合
を 有 す る 一 種 類 以 上 の モ ノ マ ー 分 子 が 互 い に 付 加 重 合 す る こ と に よ り 生 成 さ れ た 、 付 加 重
合 体 で あ る 。 Ｒ は 、 複 数 の Ｐ 1 を 連 結 す る 、 縮 合 系 か ら な る 連 結 部 を 表 す 。 nは 、 繰 り 返 し
単 位 の 数 で 、 ２ 以 上 の 整 数 を 表 す 。 )
【 請 求 項 １ ３ 】
前 記 解 重 合 工 程 に よ っ て 得 ら れ た 物 質 を 縮 合 す る こ と に よ り 再 び 重 合 体 を 得 る 工 程 を 更 に
有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ２ 記 載 の 重 合 体 の 処 理 方 法 。
【 請 求 項 １ ４ 】
前 記 再 び 得 ら れ た 重 合 体 を 成 形 す る 工 程 を 更 に 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ２ ま た は
１ ３ 記 載 の 重 合 体 の 処 理 方 法 。
【 請 求 項 １ ５ 】
前 記 化 学 式 (１ )で 表 さ れ る 重 合 体 を 解 重 合 す る 工 程 の 前 に 、
前 記 重 合 体 を 溶 媒 に 溶 解 す る 工 程 を 更 に 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ２ 乃 至 １ ４ の い
ず れ か に 記 載 の 重 合 体 の 処 理 方 法 。
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【 請 求 項 １ ６ 】
前 記 連 結 部 Ｒ が 下 記 化 学 式 (２ )で 表 さ れ 、 Ｘ １ 、 Ｘ ２ の 少 な く と も 一 方 を 切 断 す る こ と を
特 徴 と す る 請 求 項 １ ２ 乃 至 １ ５ の い ず れ か に 記 載 の 重 合 体 の 処 理 方 法 。
Ｘ １ -Ａ -Ｘ ２ 　 　 (２ )
(式 中 、 Ｘ １ お よ び Ｘ ２ は 、 前 記 化 学 式 (１ )中 の Ｐ 1 の 末 端 に 連 結 し う る 原 子 団 を 表 す 。 )
【 請 求 項 １ ７ 】
前 記 化 学 式 (１ )で 表 さ れ る 重 合 体 に 縮 合 性 官 能 基 と ス ピ ン ト ラ ッ プ 基 を 備 え た 化 合 物 を 添
加 し て 解 重 合 す る 工 程 と 、
前 記 解 重 合 工 程 に よ り 得 ら れ た 物 質 を 縮 合 す る こ と に よ り 再 び 重 合 体 を 得 る 工 程 を 更 に 有
す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ２ 乃 至 １ ６ の い ず れ か に 記 載 の 重 合 体 の 処 理 方 法 。

(3) JP 2003-246863 A5 2004.11.25


	header
	written-amendment

